
第２期鎌倉市地域福祉計画策定に向けた 

13歳以上の市民アンケート調査・福祉関係団体調査の概要 
 

１．調査目的 

第２期鎌倉市地域福祉計画の策定に向け、市民・福祉関係団体の地域福祉に関す

る状況や意識、地域ごとの実態を把握し、計画に反映させることを目的として実

施する。 

 

２．調査対象 

鎌倉市在住の 13歳以上の市民 3,000人（無作為抽出） 

鎌倉市にある福祉関係団体 

 

３．調査方法 

配布方法：郵送 

回収方法：紙またはＷＥＢ 

 

４．調査期間 

令和７年６月中旬から７月上旬を予定 

 

５．主な調査項目 

市民アンケート調査 

 １ 暮らしについて 

 ２ 災害の備えについて 

 ３ 暮らしを支える制度について 

 ４ これからの鎌倉のまち・地域について 

 

福祉関係団体調査 

 １ 貴団体の取り組みについて 

 ２ 鎌倉市の地域福祉の現状と今後の方向性について 

 ３ 鎌倉市の福祉施策をめぐる状況と今後の課題について 

 

６．調査結果の活用方法 

市民・福祉関係団体の地域福祉に関する状況や意識、地域ごとの実態を正確に把

握・分析し、市全体での共通課題、地区での特徴的な課題を整理し、次期計画の策

定に活かす。特に、国が定める地域福祉計画策定のガイドラインを踏まえた、地域

福祉の推進のために共通して取り組むべき事項を踏まえた、社会福祉施策に関する

市民意識を把握する。 
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